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町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
私

立
幼
稚
園
に
在
園
し
て
い
る
園
児
の

い
る
世
帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
て
保

育
料
等
に
対
し
て
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

　
近
隣
の
私
立
幼
稚
園
に
は
、
６
月

中
旬
に
案
内
等
を
送
付
す
る
予
定
で

す
の
で
、
在
園
し
て
い
る
幼
稚
園
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
案
内
等
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
子
育
て
支
援
課

　

☎
内
線
３
１
７

問問

※不育症は、不妊症とは違い妊娠はするけれど、流産や死産を繰り返し、胎児が育たない状態をいいます。町で
は不育症の治療費を助成することで、より安全・安心な妊娠、出産に役立てる適切な支援をしています。（妊娠
が継続できなかった原因がはっきりすると、治療により妊娠を継続することができるようになります｡)      
まずは専門医に相談をしてください。

　スポーツ健康課　☎内線308

町内に在住し、平成28年度に指定医療機関に

て不育症の治療を完了した方｡(夫婦合計所得

額が730万円未満の方）

▼対象となる治療

▼助　成　対　象　者

▼申　請　期　限

▼助　　成　　額

　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月以降の児童手当

等を引き続き受ける要件を満たしているかどうか、確認するため

のものです。　　　　　

　対象者には６月初旬以降にお知らせを送付しますので、必要書

類を添付のうえ、提出してください｡(郵送可、駅前申請箱も利用

できます) 

▼必要な提出書類

○請求者の健康保険証の写し

○平成28年１月１日現在、大磯町に住民登録されていない方は、

平成28年１月１日現在の住所地で発行される平成28年度所得証

明書（所得額および控除額がわかるもの。源泉徴収票は不可）

○お子さんと別居している方は別居監護申立書、住民票等

▼届出先

　子育て支援課（公務員の方は勤務先になります）

　手当の詳細は、ホームページをご覧ください。

　　子育て支援課　☎内線305

児童手当現況届の提出をお願いします

私
立
幼
稚
園
保
育
料
等
を

一
部
補
助

就
学
・
就
園
相
談

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
私
立
高
等
学

校
等
へ
の
就
学
が
困
難
な
方
、
ま
た

就
学
の
継
続
が
困
難
な
方
に
対
し
て

就
学
を
奨
励
す
る
補
助
金
を
支
給
し

ま
す
。

▼
支
給
要
件

・
生
徒
と
保
護
者
が
共
に
町
内
に
住

所
を
有
す
る
方
（
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
）

・
県
内
の
私
立
の
高
等
学
校
、
中
等

教
育
学
校
後
期
課
程
、
専
修
学
校

高
等
課
程
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

・
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
方

　
な
ど

▼
支
給
額

　
授
業
料
へ
の
補
助
金

　
　
　
最
高
年
額
6
0
，
0
0
0
円

※

そ
の
他
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
本
庁
舎
等
で
配
布
し
て
い
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
学
校
教
育
課

　
☎
内
線
３
２
２

私
立
高
等
学
校
等
就
学
支
援
補
助
金
を
支
給

問

問
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問

不妊・不育症でお悩みの方へ

町内に在住し、平成28年度に神奈川県特定不

妊治療費助成費の交付決定を受けた方｡(夫婦

合計所得額が730万円未満の方）

上限10万円。１年度につき１回限りで、通算

して５年を限度とする。

上限10万円｡(県の助成額が７万５千円の場合

は､上限５万円) １年度につき１回限りで､通

算して５年を限度とする。

不育症治療終了日から６か月以内平成29年３月31日（金）まで

不育症専門の医療機関による治療（混合診療

を除く）

体外受精・顕微授精（混合診療を除く）

不育症治療費の助成特定不妊治療費の助成

　
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
、
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
に
入
園
・
入
学

予
定
の
お
子
さ
ん
の
就
園
・
就
学
に

つ
い
て
、
こ
と
ば
の
発
達
や
集
団
生

活
の
難
し
さ
が
気
に
な
る
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
な
ど
、
不
安
の

あ
る
保
護
者
の
方
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
学
校
教
育
課

　
☎
内
線
３
３
２

　
子
育
て
支
援
課

　
☎
内
線
３
１
７
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４０・５０・６０・７０歳の節目年齢の方へ
成人歯科健康診査のご案内

４０・５０・６０・７０歳の節目年齢の方へ
成人歯科健康診査のご案内

問問 ▼
対
象
者

　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

在
宅
の
方
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

・
要
介
護
４
又
は
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方

・
町
民
税
が
本
人
非
課
税
の
方

・
常
時
お
む
つ
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
方

▼
助
成
内
容

　
助
成
券
を
交
付
（
年

間
４
万
円
を
限
度
）

▼
申
込
み

　
６
月
１
日（
水
）か
ら

　
　
福
祉
課

　
☎
内
線
３
１
５

　
こ
の
度
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
な
っ
た
岩
本
で
す
。

　
高
齢
者
の
方
が
、
活
き
活
き
と
暮

ら
し
続
け
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
地
域
に
訪
問
し
、
こ
れ

か
ら
の
大
磯
町
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
か
ら
始

め
ま
す
。

　
色
々
な
場
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
福
祉
課

　
☎
内
線
３
０
２

紙
お
む
つ
の
購
入
費
を

助
成
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す

11
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か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
と
て
も

大
事
だ
と
誰
も
が
知
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
行
っ
た
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
運
動
の

意
欲
が
あ
る
人
」
86
％
に
対
し
、
そ

の
内
の
「
実
際
に
運
動
の
習
慣
が
あ

る
人
」
は
25
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

気
持
ち
は
あ
っ
て
も
実
際
は
運
動
を

し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
て
、
あ
な
た
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
一
回
完
結
の
講
習
会
や

運
動
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
お
お
い
そ
骨
太
体

操
講
習
会」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
11
年
に
誕
生
し
た
町
オ
リ
ジ

ナ
ル
体
操
で
、
今
年
で
16
年
目
を
迎

え
ま
す
。
骨
太
体
操
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
が
中
心
と
な
り
、
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
骨
太
体
操
だ
け

で
な
く
、
膝
痛
予
防
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、

笑
い
体
操
？
な
ど
幅
広
く
、
年
間
１

０
０
回
以
上
、
述
べ
２
千
人
以
上
の

方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
会
場
に
は

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
初
め
て
の
方
も
大

歓
迎
で
す
。
日
程
・
会
場
（
ふ
れ
あ

い
会
館
・
さ
ざ
れ
石
・
国
府
支
所
・

国
府
新
宿
福
祉
館
）
は
広
報
お
知
ら

せ
版
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
予

約
な
し
で
参
加
で
き
ま
す
。

　
「
シ
ャ
イ
な
男
性
向
け
の
メ
ン
ズ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
あ
り
ま
す
！
」

　
写
真
の
若
々
し
さ
溢
れ
る
メ
ン
ズ

た
ち
。
月
２
回
の
さ
ざ
れ
石
で
、
骨

太
体
操
に
加
え
、
か
ら
だ
に
染
み
付

い
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
や
、
ス
ト
レ

ッ
チ
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。　

男
性
の
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
も
予
約
な
し

で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課　

　
☎
内
線
３
０
８

こ
ん
に
ち
は

　
保
健
師
で
す

｢

お
お
い
そ
骨
太
体
操
講
習
会
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？｣

問

▼町指定歯科医院一覧

青い鳥歯科クリニック
有近歯科医院
今井歯科医院
加藤歯科診療所
熊坂歯科医院
郷土歯科医院
こだま歯科クリニック
小林歯科医院
藤山歯科医院
松本歯科医院
簑島歯科医院

名        称
74-6480
61-6060
61-0190
61-3327
61-1101
61-0648
60-2111
71-0573
73-4899
61-7750
72-2814

電話番号

　歯ぐきや歯と口腔内の健康状態は、全身の健康と深く関わりがあり、健康で過ごすためにはこまめな手入れが
大切です。歯周病の早期発見のために次の節目年齢の方を対象に成人歯科健診を実施します。

▼対象者
　４０歳（昭和５１年４月２日～５２年４月１日生）
　５０歳（昭和４１年４月２日～４２年４月１日生）
　６０歳（昭和３１年４月２日～３２年４月１日生）　
　７０歳（昭和２１年４月２日～２２年４月１日生）
　※ただし、現在歯科治療のため受診されている方は対象となりません。
▼自己負担金
　４０・５０・６０歳（500円)、７０歳（無料）
▼実施期間
　６月１日（水）～１２月末
▼受診方法
　希望する指定医療機関に直接予約してください。
　対象の方に、受診券をお送りします。
　　スポーツ健康課　☎内線310




